
 

 
 

 

６年 修学旅行（広島） 
天気予報の台風の進路を心配しましたが、結果２日間とも快晴のもと、すべての活動を予定通りに実

施することができました。それは、天候のおかげだけではなく、６年生一人ひとりが準備の段階から役割に

責任を持ち、修学旅行の目標を達成しようと取り組んだからです。６年生は、平和のつどい、資料館見学、

講話、碑めぐりなど、どれも熱心な態度と学ぼうとする姿勢で臨み、その姿に感心させられました。一生懸

命に学び協力し合えたからこそ、きっと忘れることのない修学旅行になったと思います。 

【平和の願いを込めて】 

出発前に、全学年の児童に千羽鶴についての説明や決意を述べ、作成にも協力してもらい、７日（火）

の児童朝会では、完成した千羽鶴の協力へのお礼を 1～5年生に伝えました。 

修学旅行当日は「原爆供養塔」前で誓いの言葉を述べ「折り鶴」を歌う平和のつどいを行い、みんな

の平和への願いが書かれた千羽鶴を捧げました。 

その後見学した平和記念資料館では、たくさんの資料があり、原爆の恐ろしさや平和の大切さについ

て改めて考えることができました。全員が真剣に見学し、それぞれが平和の大切さを受け止めたようでし

た。 

午後から、被爆体験伝承者講話として、ご家族が被ばくされた           さんのお話を聞きました。

伝承者として２０１９年からボランティア活動を行われている     さんのお話は、原爆が落ちた時の様子

についてとても説得力のあるものでした。また、戦争の虚しさや核兵器のない世界をつくっていってほしい、

そのような強いメッセージもいただきました。 その後、班ごとに碑めぐりとして平和公園フィールドワークを

行いました。 

【天体観測】 

宿舎に移動し夕食を取った後、宿舎近くの天体観測所で天体観測をしました。明かりひとつない漆黒

の闇の中で光り輝く星空のもと、説明を受けました。巨大な望遠鏡を使い、黒い紙の上に砂粒をまき散ら

したような数えきれない星々や月、土星（１５年に一度しかない珍しい形だったそうです！）などを見ること

ができました。また、子どもたちの質問に対し専門家の方から答えていただくこともできました。   

【藻塩づくり体験】 

  ２日目の朝は藻塩づくり体験からスタートです。宿泊した上蒲刈島は、藻塩づくりの発祥の地で、資料

館の見学とともに、ほくほくのじゃがいもに藻塩をつけて食べました。格別のおいしさでした。 

【シーカヤック】 

ほとんどの人が初めての体験でした。例年「どこに行くの？」と思 

わず突っ込みたくなるのですが、今年もその期待（？）を裏切りませ 

んでした。しかし２回目以降になるとオールの扱いもうまくなり、スムー      

ズに操縦していました。最後は班対抗リレーをし、班毎にメンバーを応援したり乗り降りを手伝ったりする

姿が印象的でした。 

帰りのバスに乗車後、宿舎やシーカヤックでお世話になった方々が、６年生のためにいつまでも手を振

ってお見送りをしてくださりました。６年生一人ひとりが準備の段階から役割に責任を持って取り組んだ

有意義な２日間を、無事に終えることができました。保護者の皆さま、荷物の準備や当日のお見送りお出

迎えなど、ありがとうございました。  

 

 

 

1～４年生 校外学習（大阪・関西万博） 
１～４年生で毎年一緒に行っている９月の校外学習。いつもは、１～４年生でグループを作って４年生が

リーダーとなり活動をしていたのですが、今年は、パビリオンの割り当ての関係から一緒に行動すること

ができなかったので、バス～入場口は１・４年と２・３年。万博内は１・２年と３・４年に分かれて行動しまし

た。 

        

１・２年生は、まずコモンズ D に向かいました。ここには、沢山の国と地域のブースがあります。係の方か

ら諸注意を聞いた後、班ごとにスタンプを押しながら回りました。次は、クラゲ館に入り見学。そして、ウォ

ータープラザへ行き「水と空気のシンフォニー」というウォーターショーを鑑賞。音楽に合わせて飛び出す

水にみんな大歓声をあげて楽しんでいました。 

その後、少し雨に降られながら、団体休憩場所へ向かう途中のガンダム前で写真を撮りました。団体

休憩所西は、サンセットテラスと言われる海が見える場所で、気持ちよくお弁当を食べる事ができました。

昼食後は、その日偶然開いていた EXPO アリーナで鬼ごっこなどをして過ごし、帰路につきました。 
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【冬の服装について】※○印がついているものは、原則使用可のものです。 

登下校時 

○ジャンパー・コート類  ○手袋  ○帽子  ○マフラー  ○ネックウォーマー等  

・教室に入ったらジャンパー・コート類を脱ぎハンガーにかけ、それ以外のものははずします。  

教室内 

○座布団  ○カイロ（貼るタイプのもの）：使用時は連絡帳で学級担任へお知らせください。  

体育の授業時（先週配付のお手紙と同じ内容です。） 

○長袖上下ジャージ・トレーナーは可です。 

・ジャージ等の下は体操服を着ます。長ズボンの下は体操ズボンをはかなくてもよいです。 

・特に指定はありませんが、派手なものは避けるようにしてください。（色は黒や紺などの落ち着いた 

もの。） 

・フードのあるもの、紐のついたもの、ナイロン製のものは、伸縮性・通気性・安全性の観点から避けて 

ください。 

  ・汗をかくなど健康面への配慮から、登下校時に着用しているものを体育時のジャージ等として使用 

することはできません。 

・タイツ、ネックウォーマー、マフラー、手袋などの防寒具は安全性の観点からつけません。靴下は膝 

下のものにしてください。 

※冬場は屋外と室内の温度差が大きいので、脱ぎ着のしやすい服装を心がけてください。 

また、服装や持ち物については、個人の体調に合わせて各家庭でご判断ください。 

     使用・着用に際してのマナーの指導は学校でも行いますが、各家庭でもご指導ください。 

※質問等があれば学校までお問い合わせください。 

（お願い）毎年持ち主の分からない服や文具などを処分しています。来週の授業参加時等にご確認いた

だくとともに、持ち物への記名をお願いします。校内に落ちていたり運動場に忘れていたりして

も、確実に本人の手元に戻るのでお子さまが困ることが少なくなります。 

 

 

【お知らせ】 

明日の１８日（土）に、青育協主催「みんなであそぼう」（１０時～、雨でも体育館で行います）と、 

とよのイルミフェスタ実行委員会主催「とよのイルミフェスタ」（雨天１９日開催）が、それぞれ本校で 

行われます。お時間がございましたら、ぜひ参加してください。 

 


